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▲奥出雲の観光拠点「亀嵩温泉　玉峰山荘」▲着々と工事が進んでいます

は
、
今
年
度
は
平
成
十
六
年
度
着

手
分
の
阿
井
、
亀
嵩
、
横
田
地
内

の
二
百
九
十
一
�
に
つ
い
て
継
続

実
施
す
る
ほ
か
、
新
規
着
手
分
と

し
て
主
要
地
方
道
玉
湯
吾
妻
山
線

沿
い
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

付
近
外
の
三
百
九
十
五
�
を
新
た

に
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
商
工
業
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

各
種
商
工
業
事
業
資
金
へ
の
預
託

を
は
じ
め
、
商
工
会
事
業
助
成
な

ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
商
工
業
の

振
興
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
仁
多
町
商
工
会
、
横
田
町

商
工
会
で
は
、
両
町
商
工
会
の
合

併
を
促
進
し
、
か
つ
合
併
に
伴
う

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
奥
出
雲
町

商
工
会
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ

る
運
び
と
な
り
、
統
合
に
向
け
て

協
議
・
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
度
は
玉
峰
山
麓
の

水
を
活
用
し
、
化
粧
水
な
ど
を
製

造
す
る
、
有
限
会
社
フ
ォ
ト
ニ
ッ

ク
ウ
オ
ー
タ
ー
島
根
の
企
業
誘
致

を
行
い
、
新
産
業
の
創
出
と
雇
用

の
場
の
確
保
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
今
年
度
は
町
内
の
空
き

工
場
を
町
で
取
得
し
、
貸
し
工
場

と
し
て
働
き
場
の
確
保
や
地
場
産

業
の
振
興
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
観
光
振
興

　
本
町
は
豊
か
な
自
然
と
吾
妻
山
、

船
通
山
、
玉
峰
山
、
鯛
ノ
巣
山
、

要
害
山
、
鬼
の
舌
震
、
可
部
屋
集

成
館
、
絲
原
記
念
館
、
奥
出
雲
多

根
自
然
博
物
館
、
日
刀
保
た
た
ら
、

ル
ー
プ
橋
等
、
雲
南
圏
域
の
中
で

も
記
念
館
、
景
勝
地
が
多
く
あ
り

ま
す
の
で
、
観
光
目
的
に
合
わ
せ

た
ル
ー
ト
の
開
発
を
行
い
、
観
光

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、
玉
峰

山
荘
、
ヴ
ィ
ラ
船
通
山
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
交
流
館
三

国
、
町
内
旅
館
、
料
飲
店
の
利
用

客
の
増
加
を
図
り
、
ま
た
、
国
際

交
流
、
都
市
交
流
、
地
域
間
交
流

も
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
秋
に
は
三
沢
城
の
築

城
七
百
年
の
記
念
事
業
並
び
に
株

式
会
社
三
城
初
代
社
長
生
誕
百
年

記
念
事
業
が
控
え
て
お
り
、
町
と

地
域
、
株
式
会
社
三
城
と
が
一
体

に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー

　
本
町
が
抱
え
る
第
三
セ
ク
タ
ー

は
「
奥
出
雲
仁
多
米
株
式
会
社
」、

「
有
限
会
社
奥
出
雲
椎
茸
」、「
仁

多
交
通
株
式
会
社
」、「
株
式
会
社

奥
出
雲
振
興
」、「
奥
出
雲
酒
造
株

式
会
社
」、「
株
式
会
社
仁
多
堆
肥

セ
ン
タ
ー
」、「
有
限
会
社
奥
出
雲

サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
」、「
株
式
会
社
ア

メ
ニ
テ
ィ
よ
こ
た
」、「
社
団
法
人

奥
出
雲
農
業
公
社
」
と
九
つ
に
も

及
ぶ
第
三
セ
ク
タ
ー
を
抱
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
「
奥
出
雲
仁
多
米
株

式
会
社
」、「
株
式
会
社
奥
出
雲
振

興
」、「
有
限
会
社
奥
出
雲
椎
茸
」、

「
株
式
会
社
仁
多
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
順
調
に
経
営
が
推

移
し
て
お
り
、
「
有
限
会
社
奥
出

雲
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
」、「
株
式
会
社

ア
メ
ニ
テ
ィ
よ
こ
た
」
に
つ
い
て

は
、
よ
り
一
層
の
生
産
拡
大
と
有

利
販
売
の
促
進
を
図
る
な
ど
、
健

全
経
営
に
向
け
た
取
組
み
の
強
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
若
者
定
住
対
策

　
過
疎
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
若
者
の
定
住
対
策
事
業
と
し

て
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
世
帯
や
新
規

学
卒
者
等
の
町
内
就
職
に
対
す
る

奨
励
金
制
度
を
設
け
、
若
者
定
住

の
促
進
に
努
め
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。

③
生
活
基
盤
整
備

　
道
路
網
の
整
備

　
国
道
四
三
二
号
に
つ
き
ま
し
て

は
、
亀
嵩
町
か
ら
梅
木
原
大
仁
農

道
の
間
が
改
良
工
事
と
し
て
用
地

買
収
等
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
、

町
近
く
の
新
市
橋
の
架
け
替
え
工

事
の
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
大
仁
農
道
か
ら
大
内
原

地
内
、
町
道
塩
原
郡
線
付
近
の
間

に
つ
い
て
も
、
特
定
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
と
し
て
採
択
を
受

け
、
測
量
設
計
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
工
事
着
手
に
向
け
て
要
請
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
主
要
地
方
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

玉
湯
吾
妻
山
線
の
高
尾
地
内
の
山

切
り
、
小
馬
木
地
内
の
改
良
工
事

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
上
阿
井
八
川
線
の
大
馬
木
地
内
・

八
川
地
内
、
横
田
多
里
線
に
つ
い

て
は
街
路
工
事
と
稲
原
地
内
改
良
、

掛
合
上
阿
井
線
に
つ
い
て
も
上
阿

井
坂
根
・
下
町
地
内
で
引
き
続
き

改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
般
県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

印
賀
横
田
線
の
大
呂
地
内
、
万
丈

地
内
、
中
籾
地
内
、
竹
　
地
内
を
、

下
横
田
出
雲
三
成
停
線
の
小
麦
谷

地
内
、
ま
た
横
田
伯
南
線
の
大
呂

地
内
も
引
き
続
き
施
工
さ
れ
、
木

次
横
田
線
に
つ
い
て
は
、
土
屋
か

ら
郡
地
内
の
間
に
お
い
て
部
分
改

良
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
町
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
付

金
事
業
の
川
西
五
反
田
線
は
、
稲

原
地
内
と
中
村
地
内
を
引
き
続
き

施
工
、
三
沢
山
根
線
、
堅
田
地
内

の
中
国
牧
場
入
口
ま
で
の
間
は
、

平
成
十
七
年
度
完
成
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
単
独
事
業
と
し
ま
し

て
、
古
市
小
馬
木
線
の
舗
装
工
事

を
施
工
し
本
年
度
完
了
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。
仁
多
地
域
で
は
、

郡
三
成
線
の
石
原
地
内
や
見
寄
中

田
線
、
三
津
田
大
畑
線
、
上
三
成

宇
根
路
線
に
つ
き
ま
し
て
も
継
続

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
砂
防
事
業
関
連
で
の

付
け
替
え
道
路
で
あ
り
ま
す
、
金

原
線
に
つ
い
て
も
改
良
費
負
担
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
河
川
砂
防
事
業

　
竹
　
地
内
の
斐
伊
川
改
修
が
継

続
実
施
さ
れ
、
砂
防
事
業
の
三
成

地
内
の
石
原
川
、
稲
原
地
内
の
桐

の
木
川
、
中
谷
川
が
、
ま
た
小
馬

木
地
内
の
木
屋
谷
川
、
折
渡
川
、

大
馬
木
地
内
の
五
の
畑
川
、
竹
　

地
内
の
山
郡
川
が
継
続
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
調
査
設
計
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
、
上
阿
井
地

内
ホ
ト
ケ
谷
砂
防
事
業
に

つ
い
て
も
早
期
な
工
事
着

工
を
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
と
し
て
は
、
鋳
物
屋
、

雨
川
下
を
、
ま
た
地
す
べ

り
対
策
工
事
と
し
て
は
、

鞍
掛
、
上
鴨
倉
地
区
が
引

き
続
き
実
施
さ
れ
、
雪
崩

対
策
事
業
と
し
て
、
大
馬

木
地
内
の
反
保
地
区
が
継

続
施
工
さ
れ
ま
す
。

　
都
市
計
画
事
業

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
導

入
に
よ
り
、
コ
ミ
セ
ン
前
、
大
市

児
童
公
園
の
再
整
備
等
を
図
り
、

ま
た
、
三
成
公
園
の
陸
上
競
技
場

並
び
に
横
田
公
園
の
テ
ニ
ス
場
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
尾
原
ダ
ム
建
設
事
業

　
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
に
先
立
ち
、

川
の
流
れ
を
一
時
切
り
替
え
る
た

め
の
仮
排
水
路
の
通
水
式
が
本
年

十
一
月
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
付

け
替
え
道
路
と
し
て
は
引
き
続
き
、

八
代
三
沢
線
を
は
じ
め
各
路
線
が

国
土
交
通
省
の
直
轄
事
業
と
し
て

鋭
意
継
続
的
に
進
め
ら
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　　
農
村
整
備

　
農
道
整
備
事
業
で
は
、
大
谷
地

区
農
免
農
道
と
ふ
る
さ
と
農
道
加

食
雨
川
線
、
団
体
営
三
井
野
地
区

農
道
の
三
事
業
を
継
続
実
施
し
ま

す
。

　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で

は
引
き
続
き
横
田
北
地
区
に
お
い

て
集
落
道
整
備
と
圃
場
整
備
を
実

施
す
る
の
を
は
じ
め
新
規
事
業
と

し
て
県
営
奥
出
雲
地
区
の
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
県
営
事
業
と
し
て
集

落
水
源
山
地
整
備
事
業
が
小
馬
木

地
区
で
継
続
実
施
さ
れ
、
治
山
事

業
で
は
上
阿
井
と
八
川
地
区
坂
根

の
二
カ
所
で
継
続
実
施
さ
れ
、
新

規
に
上
阿
井
の
奥
内
谷
、
小
馬
木

の
小
林
と
木
屋
谷
の
三
カ
所
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　④
安
全
で
快
適
な
町
づ
く
り

　
消
防
行
政

　
消
防
団
は
、
消
火
・
防
災
は
も

と
よ
り
地
域
の
安
全
確
保
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
、
地
域
社
会
か

ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今

年
度
も
引
き
続
き
予
防
消
防
の
啓

発
に
努
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
努

め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
の
県
消
防
操
法
大

会
に
は
、
亀
嵩
分
団
が
「
小
型
ポ

ン
プ
の
部
」
、
鳥
上
分
団
が
「
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
」
に
出
場
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
入
賞

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
水
道
事
業

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
に
よ
り
、

整
備
率
は
九
十
九
・
七
％
に
達
し

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
良
質
な
水

を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
に

水
源
の
確
保
と
施
設
の
再
整
備
を

図
る
こ
と
と
し
、
十
六
年
度
に
引

き
続
き
八
川
簡
易
水
道
の
改
良
事

業
を
行
い
、
今
年
度
末
完
成
の
見

込
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
亀
嵩
簡
易
水
道
の
水
量

拡
張
事
業
を
新
た
に
着
手
す
る
こ

と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
横
田
地
区
の
大
市
、
稲
田
、

樋
口
へ
の
管
路
敷
設
工
事
を
施
工

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
鳥
上
と
小
馬
木
の

処
理
場
を
施
工
し
、
今
年
度
末
に

は
供
用
開
始
と
な
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　
集
合
処
理
で
き
な
い
区
域
に
対

し
ま
し
て
は
、
浄
化
槽
市
町
村
整

備
推
進
事
業
に
よ
り
、
町
が
浄
化

槽
を
設
置
す
る
事
業
を
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今

年
度
九
十
五
基
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
生
活
廃
棄
物
処
理

　
今
年
度
か
ら
、
旧
仁
多
町
横
田

町
広
域
事
務
組
合
で
行
っ
て
お
り

ま
し
た
業
務
を
町
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ゴ
ミ
の

減
量
化
、
古
紙
回
収
等
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
化
を
進
め
、
循
環
型
社

会
の
実
現
に
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
公
共
交
通

　
Ｊ
Ｒ
木
次
線
の
利
用
促
進
に
つ

き
ま
し
て
は
木
次
線
全
線
の
利
用

者
は
依
然
減
少
傾
向
で
あ
り
、
引

き
続
き
木
次
線
強
化
促
進
協
議
会

を
中
心
に
、
利
用
の
促
進
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
出
雲
三
成
駅
に
は
、
仁
多

の
特
産
品
直
売
所
「
仁
多
特
産
市
」

を
併
設
し
て
お
り
、
ト
ロ
ッ
コ
列

車
の
停
車
時
間
を
二
十
分
に
延
ば

し
、
乗
客
の
買
い
物
が
で
き
る
よ

う
利
便
を
図
り
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。

ば
ん
じ
ょ
う

こ

む
ぎ
た
に

な
か
も
み

こ
や
ん
　
た
に

こ
や
ん
　
た
に

お
り
わ
た
り

た
ん

ぼ
ヘ
ク
タ
ー
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル


